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６月の献立について 

ピックアップ 

ぱくぱくだより 

６月は、「食育月間」、そして「歯と口の健康週間」

もあります。ぱくぱくだよりでは、「かむことの大切

さ」を伝えるとともに、その日の献立の「まごポイン

ト」も記しました。 

「まごポイント」とは、「まごは（わ）やさしい」食

品（和食で多く使われている食品）がいくつ献立に使

われているかを示すものです。 

バランスのよい食を選択する力を身につけるため

に、「まごは（わ）やさしい」を使って、給食の献立は

いろいろな食べ物が組み合わされていることを伝えて

います。 

この季節になると、街路に意外とたくさんの紫陽花が植えられていることに気づきます。

曇りがちでどんよりとした景色に、植えられた場所で様々な色を見せてくれる紫陽花が、美

しく目に映ります。 

毎年６月は食育月間です。子どもたちが、給食を通して「食」に関する知識と、バランス

のよい「食」を選択する力を身につけることができるよう献立も工夫されています。 

  

★食育月間にちなみ、日本の伝統的な食品を取り入れました。 

割り干し大根、切干大根、梅干し、納豆 

★開港記念日にちなみ、開港の地である横浜の国際色豊かな食を意識して、関わりの深い

国々の料理や、ゆかりのある料理を取り入れました。 

・チンジャオロースー（中国）・ビビンバ（韓国・朝鮮）・ラタトゥイユ（フランス） 

・スパゲッティナポリタン（横浜発祥の料理） 

★「歯と口の健康週間（6月４日から１０日）」にちなみ、かみごたえのある食品を取り入 

れました。 

 ・ちくわの磯辺揚げ  ・きんぴら ・割り干し大根のごま酢あえ ・きびなごフライ 

★横浜市スポーツ振興課との取り組みとして、「ベイスターズ青星寮カレー」を取り入れま

した。 

★【６月の地場野菜】小松菜・玉ねぎで横浜市内産の野菜を使用する予定です。 
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６月の給食目標 

給食指導の目標       噛むことと健康について知ろう。 

食に関する指導の目標    噛むことの大切さを知る。 

６
月 

噛むことの大切さ 

これは、６月の２年生の授業で、給食のご飯を

１口何回噛んでいるかを調べた結果です。  

「少ない」、それとも「意外と多く噛んでいる

んだな」と、感じ方はいろいろだと思います。 

何より、時には、毎日あたり前に行っている

「噛む」ことを意識してみること、そして「噛

む」ことの大切さを知ることで、自分の「噛む」

をどのように変えていくかを自分で考えることが

大切だと思います。 

ご家庭でも自分の「噛む」を、より良い「噛

む」に変えていけるよう手助けをしてあげていた

だければと思います。 

しっかり噛むと・・・ いいことあるよ！  

バナナを噛んだ時 するめを噛んだ時 

下の顔のサーモグラフィ

ーは、固い食べ物を噛んだ

時の方が、体温が高くな

り、血流がよくなっている

ことを示しています。噛ん

だ時の刺激と、血流がよく

なることで、脳の働きがよ

くなります。 

体温低い                体温高い 

しっかり噛むと、唾液がたく

さん出ます。唾液は食べかすを

洗い流してくれたり、悪くなっ

た歯の修復をしてくれたり、虫

歯や病気のもとになる細菌を減

らす働きがあります。 

時間をかけてよく噛む

ことで、脳が満腹を感じ

ることができます。ま

た、食べ物が細かくなっ

て、唾液と混ざりやすく

なり、消化吸収もよくな

ります。 

画像：少年写真新聞社 食育サポート集 2 より 


